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 そんなこと、パリ市
ジャン

民だって、“百も合点、二百も承知”。

 しかし。

 冒頭にも述べましたように、このとき市
シトワイヤン

民たちは、正常な判断ができない興

奮状態にありました。

「バスティーユへ！！」

「バスティーユへ！！」

 そう叫びながら、市
シトワイヤン

民たちは後先も考えず、サンタントワーヌ通りをバス

ティーユまで一直線に行進していったのです。（A/B-2）

 その日の昼ごろ、要
バスティーユ

塞を包囲した市民軍は、バスティーユ長官 Ｂ
ベルナール

.Ｒ
ルネ

. 

 Ｊ
ジュールダン

.ド =ローネイ侯（A-2）に「降伏勧告」を送ります。

 もちろん、ド =ローネイ侯は拒否。

 こんな交渉が何度か繰り返されましたが、ラチがあくはずもなく、ついに決

裂、交戦状態に入ります。

 じつは、「勝てるわけがない！」と思っていた 国
アサンブレ   ナシオナール

民 議 会 は、市
シトワイヤン

民の暴走

に狼
ろう

狽
ばい

し、なんとか穏
おん

便
びん

に事態を収束させようと水面下で努力していましたが、

すべて水の泡。

（＊ 01） 襲撃時、政治犯はひとりも収監されていませんでした。この事件の直前まで収監されてい
た精神病者には、「サディズム」の語源となったことでも有名なサド侯爵がいます。

（＊ 02） そもそも「バスティーユ」というのがフランス語で「要塞」という意味です。  
正式名は「バスティーユ・サンタントワーヌ（サンタントワーヌ要塞）」ですが、これがあ
まりにも有名過ぎるので、「バスティーユ」が固有名詞化したものです。

窮
きゅう

鼠
そ

、猫を噛
か

む。

トコトン追い詰められた者は、たとえ「絶対弱者」であっても、強者に

向かって攻撃性を剝
む

き出しにすることがあります。

 このときの市
シトワイヤン

民たちは、まさにそうだったのでしょう。

　廃
アンヴァリッド

兵院を急襲して武器は手に入れたものの、火薬がないことを知るや、市
シトワイヤン

民

たちは、口々に叫びはじめます。

「バスティーユへ！！」

「バスティーユへ！！」

── バスティーユ牢
ろう

獄
ごく

（A-3）──

 当時は政治犯や精神病者など（＊ 01）の「牢
ろう

獄
ごく

」として機能していましたが、本
もと

を正せば、れっきとした軍事要塞（＊ 02）。

 幅 25ｍの濠
ほり

を巡らし、高さ 30ｍもの城壁で囲まれた堅牢な要塞です。

 これを陥
お

とそうと思うなら、すぐれた将に率いられ、整然とした攻囲作戦に

基づいて、何日・何週にもわたって砲弾を撃ち込まなければなりません。

 しかし、市
シトワイヤン

民側にそれができるほどの準備も、砲弾も、経験もない。

 仮にあったとしても、守
バスティーユ

備 側は、ビクともしない城塞の内側から、革命軍

に砲弾を撃ち込んでやるだけでよい。

 たかが市
シトワイヤン

民など、それだけで雲
うん

散
さん

霧
む

消
しょう

するに違いありません。

 もし、市
シトワイヤン

民たちが踏んばり、膠
こう

着
ちゃく

状態に陥
おちい

ったとしても、城内の食糧が尽

きる前に王
ガルド  フランセーズ

室衛兵隊が援軍に駆
か

けつけてくれよう。

 たしかに、バスティーユを陥
お

としさえすれば、目的の武器も弾薬も、さらに

は食糧まで手に入るでしょう。

 しかし、ふつうに考えて、そもそも陥
お

ちるはずがありません。


